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2022年６月11日（土）
  12時50分集合　13時よりミニ集会
  13時20分　デモ行進
  立川錦中央公園で集結（報告）集会

三多摩平和運動センター
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  13時20分　デモ行進
  立川錦中央公園で集結（報告）集会

三多摩平和運動センター

【日　　時】

　
　
【主　　催】

「核兵器禁止条約」に批准を！

《集合場所と集中行進デモコース》
西多摩コース　 ＊中神駅北口広場集合

　 デモ／会場→東中神駅南→（江戸街道）→昭和高→立川４小前→立川南駅南→錦中央公園

八王子コース　 ＊日野市多摩平第６公園集合

　 デモ：会場→（国道20号線）→日野駅前→立日橋→柴崎体育館前→立川南駅南→錦中央公園

国分寺コース　 ＊都立武蔵国分寺公園集合

　 デモ／会場→（多喜窪通り）→根岸病院北→国立駅南→国立音大小→西国立駅東→錦中央公園

三多摩平和運動センター 立川市曙町2－15－20
☎042－528－1311連絡先

三多摩集中行進三多摩集中行進三多摩集中行進三多摩集中行進

◆「核兵器禁止条約」の批准を実現させよう！
　◆ オスプレイの横田基地配備に反対しよう！
　　◆ 沖縄・辺野古新基地建設に反対しよう！
　　　◆ 日米地位協定の抜本的見直しをはかろう！
　　　　◆ 改憲発議をストップさせよう！
　　　　　◆ 原発再稼働に反対しよう！
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NO WAR
ウクライナに平和を！ウクライナに平和を！

原水爆禁止日本国民会議第９８回全国委員会特別決議
　２月24日に始まったロシア軍によるウクライナ軍事侵攻は、２ヵ月を経過するもののいまだ戦火は止まず、多くの市民が
犠牲となっている。ロシア軍によるジェノサイトが行われているとの報道もある。ウクライナへの一方的な軍事展開は、明
かな国連憲章違反であり世界から批判の声が集まっている。
　侵攻にあたって、ロシアのプーチン大統領は「ロシアは世界で最強の核保有国のひとつであり、わが国への攻撃が、侵略
者に悲惨な結果をもたらすことは疑いがない」と述べた。核兵器の使用も辞さないと他国を威嚇するこの発言は、世界を
震撼とさせた。国連憲章のもとに、国際の平和と安全に主要な責任を持つ安全保障理事会常任理事国として、核不拡散
条約の批准国として、国際的信頼を裏切るものであり決して許されない。核兵器禁止条約が発効した今、核保有国を含め
て世界は核兵器廃絶への道へ一刻も早く進まなくてはならない。私たちの平和と安全が、核兵器の上に存在するものでは
ないことは明かである。
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　しかし、日本では、この事態を奇貨として米国の核兵器を共有する「核シェアリング」を導入しようとする声があがって
いる。唯一の戦争被爆国として毎年核兵器廃絶決議を国連総会に提案している国として、恥ずべき行為である。日本が
批准する核不拡散条約（ＮＰＴ）は、その第２条で「核兵器非保有国は核兵器の委譲を求めてはならない」としている。
「核シェアリング」を日本へ導入しようとすることは、明かなＮＰＴ違反であり国際的に許されるものではない。日本への
「核シェアリング」導入が、世界に何をもたらすかは明らかであり、半世紀以上に渡って核兵器廃絶を訴えてきた原水禁
は、このような政治姿勢をきびしく糾弾する。
　ウクライナは、1986年に重大事故を起こしたチェルノブイリ（チョルノービリ）原発の立地する国であり、欧州での有数
の原発立地国だ。ウクライナ侵攻は、歴史上初の原発立地地域での戦争であり、稼働中であったザポリージャ原発や南ウ
クライナ原発などを戦闘に巻き込んだ。ロシア軍による原発の攻撃・占拠は、ジュネーブ条約違反であり、ロシア軍の行為
は戦争当事国に留まらない大規模な放射能被害を誘発する可能性を持っている。チェルノブイリ原発事故を経験したウ
クライナ、福島第一原発事故を経験した日本は、その重大性を身を以て知っている。世界はその現実と向き合い、脱原発
への歩みを加速しなくてはならない。　福島第一原発事故から10年が経過した。
　しかし、日本においては、この機に便乗して「核シェアリング」や「敵基地攻撃能力」の導入やＧＤＰ２％の防衛費など、
軍備の増強を図ろうとする声があがっています。国の安全保障を軍備の増強と核抑止に頼ることは、軍拡競争と地域の対
立をあおることに他なりません。ウクライナの現実を見るとき、私たちは平和外交の重要性をしっかりと認識しなくてはな
りません。
　しかし、溶融した核燃料デブリの回収は手つかずのまま、その全体像もつかめてはいない。デブリの再臨界を防ぐ冷
却水は、放射能の汚染水として貯まり続け、政府は福島沖の太平洋への海洋放出を閣議決定した。海洋放出には、漁業
者を中心に自治体や県民からも強い反対の声が上がっている。事故原発周辺は放射線量が高く、いまだ帰還できない住
民がいる。その中で政府は、医療や生活への支援を打ち切り始めている。一方で、原発の再稼働、核燃料サイクル計画は
続けられ、原子力政策を政府は変えようとしていない。原水禁は、ウクライナ、そしてフクシマの現実を直視し、これまで
の原発政策からの脱却を強く要求する。
　原水禁は、「核と人類は共存できない」として、反核・平和、脱原発、ヒバクシャの援護・連帯を求めて運動を重ねてき
た。混迷する世界にあって、その重要性は増している。核と戦争のない世界の実現に、いっそうの努力を確認して決議と
する。

                                        2022年４月21日　原水爆禁止日本国民会議第98回全国委員会
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核も戦争もない平和な２１世紀に！
原水爆禁止三多摩会議


